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金属鉱床探査の歩みと現況

②

探査の方法

さきに述べたように金属鉱床の探査は未知の場所に

鉱床を捜し出すことであるからまず既知の鉱床の産状

を詳細に調べていかなる地質環境と条件の下に存在し

ているかを知ること沸第一に必要でありついでこの考

え方に基づいて広い区域から鉱床の胚胎する可能性の

ある場所を選んでさらに地下を地球物理学的な方法

または地球化学的な方法による間接的な資料を加えて総

合判断し必要に店じて試錐を行なう必要がある.

一般に鉱床は鉱種の相異鉱床の成因による型式の差

異に応じて賦存状態カ至大いに違う.すなわち鉱床

の形態規模母岩との関係などがそれぞれ特徴があ

るので対象となる鉱床ごとにそれに適した探査方法を

組み合わせるのカ茎普通である.

地質調査

地質調査には地表調査と坑内調査がある.戦後調査

方法カミ著しく進歩して精度が高くなって地表調査で

鶏警表の王

硫化鉱出荷

の内訳

木村正

は万分台から千分台の地形図使用へと進み藍た坑内調

査でも数百分台から詳しいものは百分の王匁いし帥

分の1の精度となり各事業所とも探鉱業務には専任者

を置いて採掘の進展に即して冒賢の変化を図化して行

くことが常識となった.これは担当暫各自の単相る着

想とか興味から生れたものではなく現地紀おける探査

技術者としての自覚に基づいて生れ出たものというζを

ができる.

鉱物資源はその特性として採掘すればそれ自体消耗

して復元できないものでありま淀坑内の保存も一般ぽ

悪いので天然現象としてかって観察され花ものも時

がたち科学カミ違んでこれを再観察しようをしても対

象物は再現でき狂い.したカミって各時一家における観察

はできるだけ主観を入れないようにして記録にとって

おくことが必要である.これは1鉱床の探査に際して

担当者が変わっても長期的な資料を後世に残すことので

きる方法でありその資料は同種鉱床に対する今後の探

査に重要な示唆を与えるものとなるのである.とくに

近年は探査技術の進歩に伴v'観察の精度が高くなりつ
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つあるので多くの観点からこれを微細な現象まで表裏

しようとしている.このようにしてできあがる具体

的な結果は地表の地質図でありまた坑内の地質鉱床

図である.この鉱床図には鉱床の形状構造などを一

連の平面図断面図などで表現するばかりでなくより

複雑た構造をもつ場合には必要に庵じてブロック｡

ダイヤグラムを作成したりそのほか断面または延長方

向の精密なスケッチを行なうこともある.

これらの表現に際しては時間の制限と無駄を極力はぶ

く必要から目的に応じて観察の主眼カミ変わってくる場

合がある.すなわち鉱床と地質構造との関係を主題に

する場合にはそれに即した表現が採用されるわけであ

り鉱床の内部構造または組成鉱物の相互関係などに

主眼カミあれぱそれに応ずる表現がなされる｡

鉱山の現場では業務が開発に直結するものであるから

主眼はあくまで実務的でありその点はおのずから学術

的な観点に立つものとは異なるので個人差を狂くして

統一的な観察と記録を行なってv･る.坑内では多くの

場合探査係員は採鉱切羽カミ目目進展して行くにしたが

ってこれを詳細にスケッチしてこれを蓄積し総合

判断してつぎの採鉱または探鉱への基礎資料とするの

である.このスケッチ方式も鉱種または鉱床の型式に

よっておのずから異なり脈状鉱床で急傾斜のものは

切羽の進行方向の断面をとって表現するのが便利であり

さらに天井をスケッチして連続図面を作ってその変化

の状況を表わすことカまできる.また緩傾斜のものは

切羽面の断面は前者と同様であるがこのほかに側壁面

を平面に倒して連続した変化図によって表現すること

カミできる.塊状鉱床の場合には採掘切羽ごとのスケッ

チをもとにして上下左右前後にこれを延長して全

鉱体の形状鉱体内部の富鉱部貧鉱部の関係とそれ

らの落しの有無などを知るほか母岩と鉱体との相互関

係なども表現する必要がある.このようにして得られ

た結果を総合判断して探鉱方針を立てるのであるがそ

の前提として多くの地質学的知識これに基づく素養

と多年にわたる経験が必要なことは言をまたない.

戦後国内の探査および調査研究として地質関係者が行

狂ってきた方法には数多くの実例がある洪一般には鉱

種または鉱床の型式によりまた地域的な特性によって

それぞれ着眼点に差異カミある串探査にあたって野外で

注意すべきことは構造上の問題母岩の変質構成鉱

物の帯状分布などであろう.これらのうちまず構造

に関するものについて各型式に共通することは

��

��

���
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地帯構造と鉱床生成との関係

母岩の地質構造と鉱床との関係

母岩中の断層裂鐘系と鉱床胚胎との関係

鉱床の富鉱都と母岩の地質構造との関係

富鉱都の落としと母岩の地質構造または鉱化作

用との関係

成因上火成岩類と関係の深い鉱床における組成
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鉱物の帯扶分布

など秘ある.

母岩の変質については高温性鉱床から低温性鉱床に至

るまで各鉱種各型式にわたって千差万別である.

一般には母岩の種類と鉱液の性質温度などによって

生成される変質鉱物の組み合わせカ夏異なってくるものと

思われる.また鉱化作用に関係の深い火成岩体を中

心として錫タングステンモリブデン銅鉛亜

鉛金銀などのそれぞれを主とする鉱床が帯状に分

布することカミあるし同一鉱床中で主要鉱物カミ帯状配列

をしたりまた構成鉱物が帯状構造を形成することもあ

る.

a.地質構造と鉱床との関係

地質構造と鉱床との因果関係につ〉'ては古くから多

くの地質専門家が気づいて調査研究の結果を公表したも

のもある淋その多くが断片的であり個人的色彩が見

られた.その後欧米においてこれを追究して著しい

成果があげられるに及んで戦後目本でもこれを再検討

する気運か高まり各鉱種各型式の鉱床にわたり独

自の立場で調査研究を遠め既知鉱床の延長部および新

鉱床の発見に数多くの実績をあげて業界に寄与してい

る.その方法の概略を記せば次のようである.

31.キｰスラｰガｰ

キｰスラｰガｰではその産状の研究から野外における

多くの探査法が実施されている.キｰスラｰガｰの成

因については古くから種々の説が出されているが大別

すると母岩に対して同生説後生説がある.現在でも

議論の内容は異なっていてもこの二つの説に集約する

ことができる.しかし学術上の成因ポいずれであるに

しても鉱床の賦存状況における共通点をあげて見れぱ

まずその分布であり地質学上からみた生成環境である.

日本について見ればキｰスラｰガｰの分布は北は北

海道中央部目高帯から東北目本外帯の北上阿武隈変

成帯本州中部から紀伊半島四国を結ぶ三波川変成帯

さらにこれの外側には秩父帯四万十帯カミあって西は

九州にまで達する.また西南目本内帯には三郡変成苓

にも数は少ないが類似の鉱床の分布が見られる.

これらはいずれも古生界および中生界に属し三波川帯

のような高度ないし中度の変成作用を受けているものか

ら秩父帯のように低度変成作用を受けているものもあり

また中生界に属するもののように未変成のものもある.

近年多くの探査に従事する関係者ならびに研究者によ

ればキｰスラｰガｰの胚胎する層準は上記の各変成帯

区分ごとに限られた範囲にしぼられてきている赫母岩

は多くの場合広域変成作用を受けているので著しい榴

曲構造を伴いときには同科摺曲構造を示すことも珍ら

しくない.さらに規模のちカミう多くの断層カミこれに組

み合わさっていることカミ少なくないので見かけ上異

なった層準にあるいは不規則に分布しているように

見えることがある.これは鉱床の探査に当って地質

の層序を基準として複雑荏構造を層位上から解析する必

要のある大きな理由である.

キｰスラｰガｰの形態は板状レンズ状およびそれ

らの溜出した形扇筒状荏といろいろ変化に富むがい

ずれにしても鉱床は造構造運動を受けて広域にわたる

変成作用によって初生の鉱床形成体力茎変形されている

と見られるものが多v･.この場合鉱床は母岩の摺曲構

造に支配されてその層理に沿うて睡胎してv･るが富

鉱部の落としは母岩の摺曲軸または微摺曲構造の方向に

受入県名�北海道���������

��青森岩手札幌管内��仙台������

�����群馬�千葉�神奈川�新潟��東京

出荷県����管内計�����山梨�

����������管内計

北海道(札幌管内)��217.22153.78615,252��69,038�一�19,名34�111,746�織�一�132,406

祷礁��帥369,遂3585,024��45{,459�一�36,305�19,721��一�

����44,ち13������63,650

瀞季��㎞㎞44,513���一�一�一�'�一�一

編編��㎞…一��■�'�230�一�一�一�230

汕諸轡殉討��㎞薯鰍達総129,537j��498,972�一�36,535�ユ9.721�7,624�■�63,880

平灘��一肺㎞1^��一�94,758�47,06亨�31,486�一�27,239�200,546

淡蛾��㎞㎞一��一�一�94�5,176�一�一�

�二i二���������5,270

藻嫌���･�■�一�2,202�一�■�一�2,202

紳泰州���.�一�一�一�一�一��

�一!一��������6,106�6,106

激淘���.�一�一�一�一�14,932�一�14,932

廉潔轡肉鮒�㎞�耐�.�一�94,758�49,359�36,662.�14,932�33,345�

大級(大鮫糊殉)����������229,056

�㎞�耐�一�一�一�一�■�■�一�一

鳥取�伽�…�.�一�一�一�一一�一一�■�一

鴎搬�㎞�…�一�一�■�一���一�一

旗鶏轡陶討�㈱�州�一�一�一�一�一�■�一�一

大分�…�舳�.�一�一�一�一�一�一�'

熊本�帥�血�.�一�一�一�一�■�一�一

魔兜繕�㎞�…�'�■�■�一�一�一�一�一

機㈱働縞十�……山1榊��'�一�一�1�■�■�一�･

金鰯蓄ヤ��肌鋤螂泌ド44･789��568,010�94,758�105.328�168,129�23,782�33,345�425,342

第9表の1昭和36年�
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ほとんど一致する結果が出ている.少ない例ではある

カ瀬曲構造が1回の造構造運動のみによらず2回の異

なった方向の運動によって別の摺曲構造を伴うことカミあ

るのでこのようた場合には鉱床の生成に関係の深いも

のとそうでないものとをよく区別することが必要であ

る.したがってこれを利用して鉱床の延長方向およ

び賦存可能部を推定することもできるので現鉱床の発

展新鉱床発見のための探査に一つの指針として役立

てることカミしばしぱある.

また富鉱部は背斜向斜構造との間では背斜の頂部

向斜の底部に存在することが多くまたときには擾乱

部にも富化することがある.鉱床を母岩の変成作用と

の関連の下に追究する方法として母岩鉱床の構成鉱'

物などを顕微鏡観察によりその組織構造を研究しま

た各構成鉱物の配列状況とかゲフュｰゲレｰゲノレなど

の研究も盛んになってきている.これは上記の事実と

ともに鉱床の成因ひいては探査の裏づけのための重要

狂要素となるであろう.

82.鉱脈鉱床

鉱脈は火成岩体堆積岩変成岩のいずれにも普通に

見られるものである.鉱脈それ自体は母岩となる岩層

の割れ目を充填するかときに母岩内部までわずかに鉱

染し交代するもので多くは鉱床の生成に先立って割

れ目または弱線ができているものと見てよい.したカ三

って割れ目がどのよう柾理由で生成されたものであるが

が研究の課題となる.この割れ目とか弱線のできる原

因としてはV'ろいろあるカミ大別すれば火成岩の迷入

に伴って生ずるものと造構造運動に伴う摺曲または

断層によって生成されるものとカミある.

火成岩の迷入に関係するものとしては花筒岩そのほ

かの深成岩および石英粗面岩だとの火山岩による底盤

(B･tholith)または潜頭避大岩体(C･yptobatho肚h)また

は半深成岩類の円錐状岩床の迷入によって周辺の岩層

類に偏圧カミ加わり中心部から放射状または網状の割れ

目断層の生成カミ者えられる.また鉱脈は迷入岩体の

内部にも生成されていることカミ少なくない.それは火

成岩体内部の固結カミｰ様でないことから起る割れ目お

よびその後の断層によるものと思われる,

構造運動に関係する割れ目断層は多くの場合摺曲

軸に直角の方向または斜交して生成され鉱脈胚胎の場

をつくっていることカミあるしときに異種の岩石の境界

を選んで鉱脈カミ形成されていることカミある.

ある種の鉱脈または鉱脈群には上部と下底部との間で

鉱物組成が異なって下底部に至るにしたカミい高温性の鉱

物を多く伴う傾向を示す場合がある.たとえば深成岩

類の底盤とか潜頭底盤を中心として分布する錫タン

グステンモリブデン銅鉛亜鉛金銀だとの鉱

脈の間には一つの鉱脈でも深さによって変化沸あるぱ

かりでほなくこの種の相関連する鉱脈群全体にわたっ

て構成鉱物の上から平面的にも立体的にも帯状分布す

ることが少校くない.この場合帯状構造の立体的な変

化の状況は鉱脈の方向鉱化溶液の上昇方向などに支配

されることカ茎多い.さらに鉱脈は生成過程における条

件だけでなくその後の断層によって転位されることカミ

しぱしぱある.断層は正断層逆断層蝶番断層横

づれ断層など性質の異なるものカミあるカ茎普通は直接

観察できる場合はむしろ少なく他の間接的な資料から

判断することカミ多い.このようにして鉱脈の生成の条

件は個々にわたってそれぞれの特徴を示すものである

から特定の鉱脈を対象として探査の指針を求めようと

するならぱまず地質構造上から追究して行くことが必'一

(単位トン)

��名古屋���大阪�島根���福岡���

愛知�富山��大阪�兵庫���福岡�熊本��合計�その他�総計

��管内書十���管内計�広睦管内���管内計���

･�14,433�14,433�13,110�23,096�36,206�■�133,375�■�133,375�602,679�18,922�621,601

■�10.719�10,719�1,752�43,253�45,005�■�23,288�'�23,288�597,121�6,049�603,170

�i�一�一�一�一�■�一�一�一�44,513�一�

一������������互4,513

一�一�一�i�1,079�1,079�一�一�一�■�1,309�3,650�4.959

一�10,719�10,719�エ,752�44,332�46,08里�一�23,288�'�23,288�642,943�9,699�652,642

3,829�■�3,829�5,290�一�5,290�一�'�一�■�209,665�5,956�215,621

4,506�一�4,506�■�ユ5,457�15,457�一�11,564�一�11,564�36,797�373�37,170

'�一�･�i�一�一�一�■�一�一�2,202�■�2,202

■�■�■�一�一�■�.�'�一�一�6,106�5�6,111

一�5,725�5,725�一�■�一�'�一�一�一�20,657�一�20,657

8,335�5.725�14,060�5,290�15,457�20,747�'�11,564�■�11,564�275.427�6,334�281,761

■�■�■�'�■�一�'�■�一�一�'�13,638�13,638

■�■�'�一�'�一�986�一�一�一�986�■�986

一�i�一�i�■�一�一�一�■�'�一�7,782�7,782

'�i�一�i�■�'�986�一�一�一�986�7,782�8,768

■�■�'�一�■�'�.�518�3,317�3,835�3,835�215�4,050

一･�一�一�一�■�一�■�一�71�71�71�■�7正

一�1i�一�'�5,755�5,755�■�71,103�19,775�90,878�96,633�2,169�98,802

'�i�一�一�5,755�5,755�'�71,621�23,163�94,784�1OO,539�2,3幽�102,923

�㌳�㌰����㈱�㈰�����〉������㈳���㈳��������㈲���������㌳㌀

砂鉄流通蒸�
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要である.

&3.接触交代鉱床

接触交代鉱昧といわれるものは酸性から中性の深成

岩半深成岩が石灰岩または石灰質に富む岩層その他

の岩層中に迷入してその境界部あるいは後者の付近の

地層中を交代して生成されたもので通常はスカルンを

伴って不規則な塊状扁筒状板状などをなすものであ

る.この種鉱床の探査にもっとも注意すべきことは鉱

床の胚胎する場を知る手カミかりとして母岩の層理を正

確につかみ地層の構造を知ることである.通常は鉱

床中またはその周辺ではスカノレン化作用を伴うことが多

いので直接に層理を観察することは困難な場合が多v'.

このようなときには鉱宋内に見られる石灰岩または頁岩

の残塊からまたスカルン化した変質部の形状などから

も構造を知る手がかりを得るように努力せねばならな

い.つぎは鉱床カミ生成された場が前記関係の間のいか

なる位置であるかを知ることカミ問題と1なる.すなわち

既知の鉱床とその構造を追究することによって交代さ

れやすい層準を知りさらにその岩層が石灰質岩層であ

(単位トン)

甘.�������������

人県名�北海道�岩手�千葉�神奈川�東京�愛知�大阪�兵庫�大阪�福岡���

�札幌管内�仙台管内���管内計�名古屋管内���管内討�福岡管内計�合計�その他�総計

出荷県名�������������

北海道(札幌管内)�269,396�一�一�一�舳�一�一�一�一�一�269,396�1,493�270,889

青森�1δ､196�16.345�一�11,813�11,813�`�一�一�一�一�43,354�'�43,354

岩手�一�514,570�一�4,293�4,293�1�一�`�i�i�518,863�1,067�519,930

秋田�i�i�i�18,433�18,433�一�一�'�i�一�18,433�3,132�21,565

山形�'�一�I�i�`�一�一�'�一�15,555�15,555�一�15,555

福島�一�`�■�13,983�13,983�一�一�一�一�一�13,983�564�14,547

仙台管内計�15,196�530､飢5�1�48,522�48,522�一�一�一�一�15,555�610,188�4,768�614,951

群馬�■�一�36,687�48,603�85,290�一�6,395�一�6,395�24,751�116,436�15�u6,45ユ

埼玉�一�一�一�32,691�32,691�31,698�■�'�一�一�64,389�i�64,389

長野�一�i�一�13,117�13,117�■�一�一�一�i�13,117�2,562�15,679

新潟�･�■�一�8,125�8,125�一�一�'�一�24,455�32,580�'�32,580

静岡�i�一�1,774�3.77垂�5,5蝿�…�i�一�'�一�5,558�■�5,548

東京管内計�一�一�38.461�106,310�144,77i�31,698�6,395�`�6,395�49,206�232,070�2,577�234,647

岐阜(名古屋管内)�一一�1一�一�一�一�一一�■一�820�820�■一�820�476�1,296

兵庫(大阪管内)���i�一�一���一�■��･�671�671

岡山�一�一�一�i�一�一�一�26,837�26,837�一�26,837�2,219�29,056

山口�一�一�一�i�一�一�一�一�■�'�一�155�ユ55

島根�一�一�i�i�一�一�一�一�一�267�267�688�955

広島管内計�一�一�一�一�一�i�一�26,837�26-837'�267�27,104�3,062�30,166

高知�■�一�一一�一�一�i�'�7,507�7,507�一�7,507�i�7,507

愛媛�一�一��一1�'�一�一�一�一�7.198�7,198�一�7,198

四国管内計�一�i�一��`�一�一�7,507�7,507�7,198�14,705�■�14,705

福岡(福岡管内)�■�一�一�一�'�一�一�一�一�2,249�2,249�一�2,249

全国計�284,592�530,915�38,461�154.832�193,293�31,698�6,395�35,164�41,559�74,475�ユ,工56,532�13,042�ユ,ユ69,574

第9表の2昭和36年鉄鉱石流通表

(単位ト!)

底入県名�北海道�岩手�千葉�神剤11�東京�愛知･名�大阪�兵庫�大阪�福岡�合計�その他�総計�セメント�脱錫処理

出荷県名�札幌管内�仙台管内���管内書十�古屋管内���管内計�福岡管内����向�工場兵庫

北海道(札幌管内)�60,034�一�一�一�■�一�一■�i一�一一�■一�60,03里�一�60,034�8,439�

青森�ユ7,463�5,795�5,026�一�5,026�一�����28,28里�43�28,327�1�1■

岩手�一一�2,924�3,345�一一�3,3蝸�一�一一�一一�一一�一�6,269�一�6,269�一�

秋圧1��26,760�1一��一一�一1����一�26,760�一�26.760�一�一一

樋島�一�一��一一���一■�`一�一■�一�一�一�i�83.221�一

山1台管内書ナ�17,463�35,479�8,371��S,371�一一����一一�61,313�43�61,356�83,22�

茨城�■一�･�4.937�15,269�20,206��■一�61096�6,096��26,302�1,812�28,112�一�i一

東京��･一�一�55,702�55,702�一'��一一�■一�一i�55,702�一�55,702�37,015�

神奈jll�一一��28,760�?O,808�99,568��一一����99,568�641�100,209�一一�一一

新潟��4,882�一�22,054�22,054�一��一�一�i一�26,936�一�22,054��一

東京管内計�一一�4,882�33,697�163,833�197,530�i�■一�6,096�6,096��208,508�2.453�210,961�87,?55�

愛知��i�一�一�一�35,51��i�一�■一�35,51�一�35,51�i�一■

三重�一一�.`�5,022�14,162�19,脳�5､?56�13,803�50,0?1�63,874��88,814�9,485�98,299�一一�一

竃山���5,753�2則6�8,169�一�一�8,116�8,116�37,410�53,695�975�54,670��

名古星管内計�一`�..�1O,775�16,5?8�27,353�刎,267�13,803�58,エ87�71,990�37,410�178,020�10,460�188,480�一�一■

"ム軸1I概貝���一一�一'�一�一一�一�一�一�一�一�i�一�8,96�14,673

大阪�一`�..���一一��8,556�19,768�28,324�2,618�30,942�23,640�54,582�9,145�53,862

兵庫���一�･��5,319�32,000�308,955�340,955�一一�346,2?4�19句�346,4?O�一�一

和歌山�一一�`�一�一一�一�一�一�一�一��一�一�一�■�5,838

大阪管内計��`�一��一�5,319�40,556�328,723�369,279�2,618�377,216�23,836�401,052�9,145�122,308

岡山�一一�一一�一�一�一一�'一�一�27,348�27,348�25､鯛4�52,832�5,949�58,78�一一�83,15

山口���■一�･���6,109�■�6,109�133,866�139,975�10,621�150,596��70,ユ59

広島管内計�一�^.��･�一�一�6,l09�27,3壬8�33,457�159,350�192,80?�16,570�209.377�一�153,310

愛媛(四国管内)�i��一�･�一�一�i�4,868�4,868�85,616�901皇84�13,603�104,087�I�30,345

福岡�一一�'�■一�■.�一�一�7,310�一�7,310�ユ82.615�ユ89,925�一�I99,925�6,256�一

富崎��･一���一i�一�一�6,65�6,65王�1,193�7,844�180�8,024��

熊本�一��一�･��一�皇､5姑�20,296�24,839�14,螂�39,332�一�39,332�一一�一一

福岡管内計�一�一�一�･�一�一�11,853�2619〃�38,800�工98,30�237,101�180�237,281�6,256�一

全国計�η,軌9�40,361�52,843�180.411�233,254�46,586�72,321�447.301�519,622�483,295�1,410,365�6τ｡145�1.4?2,628�194,816�305,963

第g表の3昭和36年硫酸焼駆椀運表�
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るかまたは他の岩層の場合には石灰質岩層送人岩

などとの位置的相互関係カミどうであるかなどを知って

おく必要カミある.

原岩の摺曲構造が鉱床の主要鉱石に特徴を与えている

ように見られることがしばしばある.たとえば八茎

鉱山では頁岩カミ石灰岩を挾んで複向斜構造を示してい

るがスカルンは石灰岩層と下部の頁岩層との境界部に

あり銅鉱は第1鉱体では向斜軸付近に第2鉱体では

背斜軸付近に富鉱部を形成しているようである.また

中竜鉱山においては鉛亜鉛鉱床の富鉱部は背斜軸向

斜軸部に多いし神岡鉱山の場合ははげしく折り曲げ

られて石灰岩層が厚くなっているところに鉱床カミ生成さ

れている.しかもこのような富鉱部の延長方向は摺曲

軸の方向に伸展することカミ多い.この場合異なった摺

曲構造が複合していることも考えられるので構造解析

にあたっては慎電に見きわめる必要がある.

以上のような母岩の構造のほかに鉱化作用をもたら

した鉱液の通路としての裂鐘裂鐘系を考え泣けれぱな

らない.鉱床の胚胎する場所は送入岩体と石灰岩質岩

層との境界が多いカミときには石灰岩層を交代する場

合もあるしまた一見石灰岩層を伴わないかのごとく

見える場所または頁岩層で送入岩体とやや離れた位置

に存在することもある.送入岩体の形状としては底盤

または潜頭底盤状をたすのが一般であるカミときには古

生層の摺曲構造に支配されていることもありまた裂鋳

に沿うて遊入することもある.

接触交代鉱床で著しい現象は迷入岩体と石灰質岩層と

の間に生成されるスカルンおよび鉱石鉱物の帯状配列

が見られることである.実際にはそれぞれの場合に応

じて一様ではないが鉱石鉱物の場合は迷入岩体に近い

側には磁鉄鉱その他の酸化鉱物石灰岩に近い側には硫

化鉱物カミ生成される傾向をもつようである.たとえば

中竜鉱山秩父鉱山持倉鉱山の例を見れば(西脇親雄

日本鉱業会誌〔探査技術号〕vol･75,no.8551959)送入岩

体に近い側から見れば

中竜

秩父

持合

輝水鉛鉱石英

磁鉄鉱磁硫鉄鉱

閃亜鉛鉱方鉛鉱

磁鉄鉱磁硫鉄鉱

閃亜鉛鉱方鉛鉱

磁鉄鉱黄銅鉱

閃亜鉛鉱方鉛鉱

黄銅鉱

黄銅鉱閃亜鉛鉱

黄鉄鉱

であり一般の帯状分布の傾向としては磁鉄鉱黄

銅鉱閃亜鉛鉱方鉛鉱の順序を示す.

これに対してスカルン鉱物については一般に迷入岩体

に近いところではざくろ石磁鉄鉱帯があり石灰質

岩に近い側には灰鉄輝石帯カミ見られる.'これを実際の

例によれば神岡鉱山'中竜鉱山では閃亜鉛鉱方鉛鉱

は灰鉄輝石を主とするスカルン中にあり秩父鉱山では

黄銅鉱はざくろ石磁鉄鉱帯に多く閃亜鉛鉱方鉛鉱

は灰鉄輝石帯に多い例もあるカミ黄銅鉱は一般的には石

灰質岩側に近く灰鉄輝石帯に伴うことが多い.

また秩父鉱山に類する鉱床では母岩が石灰岩からなる

場合にはマンガンを含む炭酸塩からなる変質帯を形成す

る.マンガン鉱物としてはマンガン鉄苦灰石マンガ

ン方解石菱マンガン鉱などがあり鉱床の下部は主と

してマンガン鉄苦灰石上部はマンガン方解石最上部

は菱マンガン鉱が多く依る傾向がある.すなわちマ

ンガン含量から見れば下部は低く上部は高いのでこ

の傾向を探査の面に利用することも一つの手がかりとな

る.

海崖砂鉄調鷲1こおげる海上位置の決建(陸上から)

海底砂輿調苗こ拍ける海上位轡の決定(海上で)�



&4.黒鉱型鉱床

黒鉱型鉱床は主として東北目本内帯から西南目本内帯

にわたって成因上第三紀火成活動に関係の深い銅鉛

亜鉛硫化鉄また帖その一部を主要鏡物成公としと

きに石膏重晶石その他を伴う鉱床であって塊状

扇平不規貝u状をたすものカミ多い.黒鉱型鉱床は明治時

代からわが国に特有の鉱床として知られ研究史上にも

成因の解釈に幾多の変せんを繰り返えしている.

黒鉱型の鉱床には戦前から知られたものだけでなく

戦後に発見されたものも多いがとくに近年秋田県にお

いて発見された小坂鉱山内ノ岱鉱床などはそのうちの

もっとも注意をひくものである.

黒鉱型鉱床の母岩は凝灰岩角礫凝灰岩石英粗面岩

であることまた鉱床の周囲か粘土化作用を受けて変質

しているために原岩の識別カ咽難であることなどカ玉あ

りまた全般的に層理カ湖りょうでたいことが多v･ので

この種の鉱床では地質構造から鉱床を追究することは

非常にむずかしい.とくに潜頭鉱床の場合には火山岩

または火山性砂層物祖とを被ってv･ることなどともあわ

せて露頭を見つける機会カミ著しく少なくなっている.

しかしながら戦後既知鉱床の精密調査が行なわれる

に及んで坑内地表の総合結果から新しv'構造解板

カミ行なわれている.すたわち黒鉱型鉱床にお〉'ても鉱

床の胚胎する層準は重要牟意味をもつものであり地層

の摺曲構造断層などと関連して探鉱に利用すべきもの

であるといわれている.

また花岡鉱山の例ではさらに鉱床の富鉱部は摺曲構

造と関係があって複摺曲構造の軸カ茎集れんするところ

または摺商軸の落とし免の変化するところなどに多く

また母岩が軟弱な岩層からなる場合には急傾斜部から

緩傾斜部に移る付近の後者にさらに母岩の硬質な岩石

海底ポｰリング

が上盤にある場合には急傾斜部寄りに生成される傾向沸

あると〉'われてv'る.しかし細部では地域別にそれぞ

れ特徴カミあるのでより精密な調査によって個々の鉱

床に適応する基準をつくって行く必要カミある.

帯状構造については黒鉱型鉱床は独自の特徴をもつ場

合カミ多v･.一般に擦式的匁黒鉱鉱床では構成鉱物の組

成から見て上部より下部に向って規則的な構成をなし

ている場合カミ多い.たとえば花岡鉱山の例でほ鉱床

の上盤は粗粒玄武岩からなり鉱床は花岡層の凝灰岩中

にあって上部から黒鉱黄鉱硫化鉄鉱石鷺珪鉱

の順で帯状にかさなり下盤は流紋岩からなっている.

この場合鉱床の上盤際にはモンモリロナイトを含む緑泥

石粘土カミあって明りょうな境をなしまたこの粘土中に

は合マンガン鉄石英カミレンズ状に生成されている.ま

た小坂鉱山内ノ岱鉱床においては上部から黒鉱半黒鉱

黄鉱石膏一珪鉱の順にありとくに石膏帯の下部には

花岡鉱山における石膏黄鉱に類するものポ厚さ10r曜度

で存在する.また黒鉱の上部には砂状の重晶石帯カ茎見

られ厚さは最大5㎜におよぶことカミある.これら鉱

石帯の上部の赤森凝灰岩の最下部にはいわゆる鉄石

英と呼ぶ赤色の珪質岩をぱさむことカ茎多い.これは

花岡鉱山の場合と同様に探査上の一つの目安とされて

いる.

吉野鉱山本鉱床では鉱床は吉野層のうちの安山岩質

凝灰岩中にあって鉱体とその周囲の間には上部から

v'わゆる松皮粘土重晶石黒鉱粉鉱黄鉱珪鉱

珪化部などの各帯に分かれ鉱体全体の上下盤には粘

土帯があって鉱床を包囲する形をとっている.

b.母岩の変質

鉱床の生成に当っては鉱化作用により周囲の岩層カ童変

海底ボｰ

ングで採琢した試料�
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質して各種の熱変成鉱物または熱水変質鉱物を生成

することは多くの鉱床の母岩によく見られる現象であっ

て多くの場合母岩となる岩層類鉱化作用の物理化学

的性質によってそれぞれ特有の変質鉱物が生成される

ものである.したカミってこれを利用して探査に店用

することも可能である.鉱化作用どこれに伴う変質

作用変質鉱物の生成については一部の鉱種または鉱

床については研究カミ違められているが全体から見れぱ

まだ不じゅうぶんの域を出ない現状である.

母岩の変質は鉱床の周囲の限られた範囲に生成される

ものであるから鉱床の型式ごとにその特徴を知って利

用すればそれぞれ探査の範囲を絞って行くことができ

る.一般に母岩の変質は鉱床の生成に関連してそれ

と前後して生成される場合と直接鉱床の生成に関係な

く自変成作用とか鉱床の生成とは時期的に差がある

場合力茎見られるので実際に探査に結びつけて考慮する

ときはよくその区別をはっきりするようにしなければ

たらたい.高温型から浅成低温型の鉱床にいたる母岩

の変質として通常見られるものには次のごときものカミ

ある.

b1.気成鉱床

気成時代に生成された鉱床には高熱高圧下に鉱化ガ

スか母岩に浸染交代して

(1)グライゼン化作用

(2)黄玉石化作用

(3)電気石化作用斧万化作用

(4)スカポライト化作用

などカミ見られる.すなわち母岩の成分にLiFBC1

庄どの揮発性成分カミ添加されて新成分鉱物を作る作用

である.

(1)グライゼン化作用

鉱床の母岩添花筒岩石英斑岩などから在る場合に見

られる.グライゼンは粗粒の結晶体からなりリシ

ア雲母石英などのほかに黄玉石錫石螢石を含ん

でいる.花筒岩中に生成されたタングステン鉱床ま

たはモリブデン鉱床にあって鉱脈の両側の母岩中に生

成されることがある.

(2)藍玉石{ヒ作用

気成鉱床の母岩が花開岩石英斑岩などの場合に原岩

の鉱物成分が体化作用によって黄玉石に変化する作用

である.

(5)竃気石化作用斧石化作用

母岩カミ水成岩火成岩のいずれでも含棚素鉱化ガス

の作用を受けて多量の電気石斧石の結晶が交代生

成されるもので大分県の錫鉱床はこの例であるし

また電気石鍋鉱脈電気石を含む合金石英脈などもこ

の例である.

(4)スカポライト化作用

斑粉岩中の燐灰石脈の両盤カミスカポライトに交代され

ていることがある.塩素を含む気成鉱床において見

られるものである.

b2.接触交代鉱床

鐘触交代鉱床のおもなるものには磁鉄鉱(輝鉄鉱)

などの鉄の酸化物黄銅鉱黄鉄鉱硫砒鉄鉱磁硫鉄

鉱閃亜鉛鉱方鉛鉱などの硫化物からたる鉱石がある

がこれに伴って脈石としていわゆるスカルン鉱物カミ

見られる.スカノレン鉱物のおもなるものにはざくろ

有明湾における海底砂鉄採取船(有明製鉄KK)

内の砂鉄採取装置(有明製鉄KK)�
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1石類灰鋲輝石透輝石珪灰石透負閃石珪灰鉄鉱

緑簾石などが普通でありこのほかに陽起石黒雲母

ヴェスブ石電気石スカポライトダンビュリ石ダ

トｰ石などがある.これらスカノレンはそれぞれ母

岩の種類とこれによった酸性深成岩によって以上の

うちのいくつかが生成されるので一種の母岩の変質物

と見放すことカミできる.

火成岩類カミ堆積岩類中に送入して接触交代鉱床を生成

するときには鉱床の周囲だけでなく広い範囲にわたっ

て堆積岩類は熱変成作用を受ける.この場合石灰岩は

結晶質となり頁岩粘板岩などほ珪化してホルンフェ

ノレス化することがあるので鉱床の存在可能な区域をこ

れらの現象からある程度限定して探査範囲を定める

ことができる.またスカノレンを伴う鉱床のうちには

スカルンの生成と鉱床の生成の時期がちカミいさきに火

成岩の避入1こよってスカノレンができ同じ場所に後に

なって熱水性の鉱化作用カミ重なって鉱床を形成するこ

とカミある.たとえば秩父鉱山におけるスカルンを伴う

磁鉄鉱鉱床とその後に同じ場所に重複した鉛亜鉛の

熱水性鉱床との関係がそれでありまた赤谷鉱山の第三

紀初期と思われる鉛亜鉛の接触交代鉱床とほとんど

同じ場所にある熱水性の塊状赤鉄鉱鉱床との関係なども

その例である.この2例は古くはすバて接触交代鉱

床として解釈されることカミ多かったが最近の研究によ

って時期の異なった2度の鉱化作用のあったことが知ら

れるに至っている.

b3.キｰスラｰガｰ

キｰスラｰガｰまたはこれに類似の鉱床では多くの

場合広域変成作用を受けているので直接に母岩の変質

は明らかで狂いが別子鉱床における緑泥石化作用や

田老鉱山棚原鉱山において童青石が生成されているこ

とは賄M露などの添加があったもの麦思われる｡い

ずれぽしてもキｰスラｰガｰに関して鉱化作用紀伴って

行たわれたと思われる母岩の変質の研究は蜜芯十分に行

荏われてい放い甫

b劣副熱球糠鉱廃

熱水性鉱化作用は地割ζ比較的は近い場所でもつ&

も著しい変質作用を伴って行なわれその結果母岩と鉱

液の聞ばは多種類の成分はついて添加溶脱が行匁われ

たものと推定義れる｡母岩の変質現象で多種多様の変

質鉱物が蒐られるのもこの種の鉱床で鉦る害

変質作用には生成条件として兇較的に限られた簾壕に

現われるもの(吻オリン化作用パイ濃フィライト化作

用そン刺けナイト化作用蛋白石化作周明欝有化

作用)と多くの鉱床型にわたって広く見られるもの

(珪化作用絹雲母化作用緑泥石化作用炭酸塩化作

用)に分けることができる.たとえば硫黄硫化鉄鉱

床浅成の金銀鉱床などは前者の例であり黒鉱鉱床

鉱脈鉱床キｰスラｰガｰなどに見られるものは後者の

例と見ることができる.また変質作用が一連の鉱化作

用により相当に広い範囲にわたり広がっている場合があ

る.たとえば硫黄硫化鉄鉱黒鉱黒鉱型鉱床のよ

うな場合には何回か繰り返乏していることが多いカミ

いずれも鉱床から近い部分とこれから離れた部分に生

成される変質鉱物にはそれぞれ特徴があって組成鉱物

カミいわゆる黒帯配列をたすのか見られる.すなわち前

2者では鉱床に近い部分から遠くへ向って明磐石蛋

白石石英モンモリロナイトノ･ロイサイト(松尾

鉱山鉱体の上下盤より20rn～100㎜以上)とか明磐石

蛋白石カオリン絹雲母カオリンモンモリロナイ

ト(蔵ヨ三鉱山鉱体から数10㎜)泣どの側カミある.また後

2者においては鉱体に近い方から緑泥石とき1こMg

一線泥石モンモリロナイト絹雲母珪化作用などカミ

見られ鉱床によってはそのうちMg一線泥石モンモ

リロナイトを欠くものもある.鉱脈の場合は一般に

塊状鉱床に比べて母岩の変質は一層限られている.

とくに単一の鉱脈においては鉱体の両側に1血～数mに

およぶに過ぎないことが多い.しかし柱がら平行鉱脈

または網状脈からなる場合には鉱体を中心として100

mあるいほそれ以上におよぶこともある.すなわち

高玉鉱山金銀鉱脈におい下は珪化氷長石カオリシ

などの諸作用カミ200m～300mにおよぶものカミあるしま

た関白鉱山金銀鉱脈では100mにもおよんでV･る.

以上のように母岩の変質は鉱床の型式の差異によって

それぞれ特質をもつものであるし細部については同一

型式のうちでも個冷の鉱床ごと紀特性を示すものであ

る､したがって成因的に相似淀鉱床の間には共通する

特性を探査技術上に活用して行くご&がで著る白また

鉱床の存在を予測する員的だけでなく沸在勤られてい

る鉱体が下部凄たは側方紀肉って鉱物組成上から

蜜たは鉱床としての発展性の上からもいか牝変化する

かを知るごとがで慧れば鉱床探査士凄た開発上にも

大いに役宜つわけで齢る｡ζれに関する研究には地質

温度計&して特襟粗鉱物の生成とその環境の研究各

種鉱石鉱物の共生匁とから鉱床生成娑時の温度条件を

雑損纈する方法がある｡これらの資料から鉱床の上下

側方扱どの立体的な温度分布をつくりさら紅鉱床のあ

り方ときには鉱床の上限あるいは下限などを推定す

る試みも行なわれている｡(筆剖ま鐵床部金属議長)�




